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「『遊び 学び 育つひろしまっ子！』推進プラン（第２期）」（素案）の

審議における意見等への対応について 

 

１ 趣 旨 

  今年度，策定を進めている「『遊び 学び 育つひろしまっ子！』推進プラン（第２期）」に

ついて，文教委員会集中審議等における意見等を踏まえ，次のとおり対応する。 

 

２ 経 緯 

年月日 概要 

令和４年１月 19日 文教委員会における素案の説明 

令和４年１月 19日 

 ～令和４年２月 18日 

県民意見募集（パブリックコメント）の実施 

 ＜14件（９人）＞ 

令和４年２月 14日 文教委員会における素案の集中審議 

 

３ 文教委員会の集中審議における意見への対応 
 

項番 意見の内容 県の考え方・対応方針 
関連する
ページ 

１ 

生涯にわたる人格形成の基礎を培

う乳幼児期の教育・保育の質の向上

に向け，幼稚園，保育所等にプラン

の目指す理念や方向性が理解される

よう，分かりやすく丁寧に説明する

とともに，園・所等における教育・保

育内容の改善・充実を図るＰＤＣＡ

サイクルを回す取組の促進を図られ

たいこと。 

 

 

あわせて，乳幼児期の教育・保育

の直接の担い手である園・所等の保

育者が，プランの実現に着実に取り

組めるよう，教員・保育士等の処遇

改善に努められたいこと。 

設置主体や施設種別等にかかわらず，
県内の全ての園・所等でプランの目指す
理念や方向性が理解されるよう，幼児教
育アドバイザーの訪問や研修等を通じて
丁寧に説明することとし，その取組等を
追記します。また，教育・保育の質に関
する評価指標及びその指標に対応した実
践事例等を検討・開発するなど，教育・
保育の質の評価に関する手法開発，実践・
検証を進め，その成果の普及に取り組ん
でまいります。 

19 

あわせて，関係団体等と連携し，就業
支援や離職防止に取り組んでいるところ
であり，今後も教員・保育士等の人材の
確保や処遇改善に取り組んでまいりま
す。 

22 

２ 

教職員等への過重な負担をかけな

い工夫を行いながら，園・所等にお

ける教育と小学校以降の教育との円

滑な接続の推進に努められたいこ

と。 

教職員の業務負担の軽減に配慮しつ
つ，小学校の教員等が校区内の園・所等
を訪問し，実際の保育の様子を参観した
り，体験したりする機会を設けるなど，
乳幼児期の教育・保育と小学校以降の教
育との円滑な接続の推進を図り，「学びの
変革」へとつなげてまいります。 

23～ 

 25 
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項番 意見の内容 県の考え方・対応方針 
関連する
ページ 

３ 

プランが目指す，広島県の全ての

乳幼児の健やかな成長のために，家

庭や県民など地域社会全体がその理

念や目指す方向性を共有し，しっか

りと子育てに取り組むことができる

よう，家庭教育支援の充実に努めら

れたいこと。 

 

また，医療的ケア児をはじめ，発

達上の課題や家庭の養育状況等，

様々な要因で特別な配慮が必要な乳

幼児やその家庭への支援について，

関係機関等と連携しながら取組を進

めるよう努められたいこと。 

 

 

 

さらに，家庭における乳幼児のデ

ジタル機器との適切な付き合い方に

ついて，保護者への啓発に努められ

たいこと。 

全ての子育て家庭を地域社会全体で支
援していく重要性を強く発信するため，
施策４「家庭教育支援の充実」において，
家庭や地域社会との連携を推進し，子育
て家庭を応援しようという社会的気運の
醸成を図る普及啓発を行うほか，家庭教
育を支援する地域の基盤形成の取組を進
めていくことを追記します。 

26～ 

31 

また，医療的ケア児を含む特別な支援
や配慮が必要な子供・家庭への支援が重
要であると考えております。このため，
保育ソーシャルワーカーの園・所等への
派遣や，特別支援学校のセンター的機能
の活用促進に取り組んでいるところであ
り，引き続き，個々の状況に応じて，教
育・保健・福祉・医療等，様々な機関と
連携しながら取組を進めてまいります。 

18 

さらに，デジタル機器との付き合い方
などについて，保護者に分かりやすく伝
える啓発リーフレット等を作成し，多様
な場・機会を活用して提供するなどの取
組を進めていまいります。 

27～ 

 28 

４ 

身近な大人との愛着形成や良質な

コミュニケーションを育む，乳幼児

期の絵本の読み聞かせについて，子

供の育つ環境にかかわらず，全ての

子供に格差なく与えられる機会を設

けるよう，環境整備に努められたい

こと。 

保護者が絵本の読み聞かせの意義や方
法等を学べる参加体験型プログラムの実
施等に引き続き取り組んでまいります。  
また，豊かな読み聞かせの機会が子供

たちに与えられる環境の整備について追
記し，蔵書が充実していない園・所等を
中心に，公共図書館の司書がその専門性
を生かして選定した，乳幼児向けの質の
高い新しい絵本のセットの貸出しが行わ
れる仕組みの構築に着手してまいりま
す。 

17 

30 

５ 

子供たちが失敗を恐れず，積極的

に挑戦できるよう，自己肯定感や挑

戦意欲，未来に向けて力強く生き抜

く力を育む取組の充実を図られたい

こと。 

困難や失敗することを恐れず挑戦し，
粘り強く取り組んでやりぬいていく力が
子供たちに育まれるよう，こうした視点
を踏まえた園・所等への研修を実施する
ほか，家庭において，子供の意欲や自信
を引き出す言葉かけが行われるよう，保
護者を対象とした学習機会を提供してま
いります。 

全体 
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４ 県民意見募集（パブリックコメント）における意見への対応 

 

項番 意見の内容 県の考え方・対応方針 
関連する
ページ 

１ 

３ページの「幼児の育ちの状況」

について，年度比較の差は統計上の

有意差として確認されているのか。

また，プランに掲載している調査結

果について，調査対象やその数につ

いても明記してほしい。 

調査結果については，統計的検定によ

り有意差が確認されたものを掲載して

おります。また，調査対象及びその他の

調査結果等の詳細については，広島県教

育委員会ＨＰで公表しており，プランへ

の記載は省略しております。 
https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/kyouiku/

youji-06-chosa-shiryo.html 

３～ 

 ６ 

２ 

人の成長にとって，人格の土台が

育つ乳幼児期はとても大切なので，

そこに視点を当てていることがと

てもいいと思う。また，乳幼児期は

「遊び」の中で社会性など様々なも

のを身に付けていくので，「遊びは

学び」という考え方をクローズアッ

プしていることも重要なことだと

思う。 

頂いた御意見は，今後の取組の参考と

させていただきます。 

７～ 

  11 

３ 

幼稚園や保育園にはないような

本が図書館から借りられるのは素

晴らしいと思う。どんどん実施して

いただきたい。 

頂いた御意見は，今後の取組の参考と

させていただきます。 
17 

４ 

「自己評価を実施する園所の割

合」を「ＫＰＩ」に設定しているが，

重要なのは，自己評価を実施する園

所数の増加ではなく，教育・保育の

質の向上ではないのか。 

より多くの園・所等において，子供の

育ちや学びの見取り等，教育・保育の質

の評価が実施され，さらにその評価を踏

まえた保育の改善・充実が行われること

が重要です。 

このため，園・所等で日常的に教育・

保育のＰＤＣＡサイクルが回され，質の

向上が図られるよう，引き続き，幼児教

育アドバイザー訪問や研修等を実施す

るとともに，教育・保育の質に関する評

価指標及びその指標に対応した実践事

例等を検討・開発するなど，教育・保育

の質の評価に関する手法開発，実践・検

証を進め，その成果の普及に取り組んで

まいります。 

20 

５ 

小学校に入学する前に，その雰囲

気に慣れるために，子供が小学校の

授業を体験できるような取組もお

もしろいのではないか。 

頂いた御意見は，今後の取組の参考と

させていただきます。 
25 

https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/kyouiku/youji-06-chosa-shiryo.html
https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/kyouiku/youji-06-chosa-shiryo.html
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項番 意見の内容 県の考え方・対応方針 
関連する

ページ 

６ 

スマホ育児が幼児にどのような

影響を与えるのか心配である。親へ

しっかり啓発していくべきではな

いか。 

スマートフォンやタブレット等のデ

ジタル機器の長時間の使用は子供の心

身の発達へ影響を及ぼすことが懸念さ

れています。このため，乳幼児の家庭で

のデジタル機器との付き合い方などに

ついて，保護者に分かりやすく伝える啓

発リーフレット等を作成して提供する

などの取組を進めてまいります。 

26～ 

 28 

７ 

乳幼児期の親に伝えたい内容の

発信について，「伝わる」ということ

は，相手が腑に落ちて，行動に移す

ことだと思う。引き続き，押しつけ

感のない内容を提供するとともに，

「届けたいけれども届きにくい親」

へ伝えるための取組をお願いした

い。 

子育てに関心のある親，そうでない親

にかかわらず，全ての保護者に必要な学

びを届けられるよう，多様な場や機会を

活用した適切な情報や学習機会の提供

に取り組み，保護者の共感的理解を図っ

てまいります。 

26～ 

 28 

８ 

保護者は悩みながら，子育てをし

ており，何よりも養育者（特に母親）

の精神面の安定が，子供の健全な成

長につながると思う。「子育て支援

（特に母親に対する）」を充実させ

てほしい。 

家庭をとりまく環境の多様化などに

より，多くの保護者が子育てについて悩

みや不安を感じていることから，安心し

て適切な子育てができるよう，親の育ち

を応援する学びの機会をさらに充実さ

せるとともに，地域における家庭教育支

援のための人材育成・体制整備を進め，

家庭教育支援の充実に取り組んでまい

ります。 

26～ 

  31 

９ 

地域では，いろいろな支援活動や

イベントが行われているが，知らな

い親も多いと思うので，そうした情

報が家庭へも届くようにしてほし

い。 

園・所等やネウボラ拠点を始め，子育

てアプリやＳＮＳ，ショッピングセンタ

ーのフードコートなどの子育て家庭が

訪れやすい場の活用など，それぞれの家

庭の状況に合わせた，多様な場や機会を

活用した適切な情報の提供に取り組ん

でまいります。 

26～ 

31 

10 

「あそびのひろば」が，子供と保

護者にとって，「まだやってみた

い！もっとやってみたい！次もや

ってみたい！」と思えるような場の

モデルとなることを期待する。 

頂いた御意見は，今後の取組の参考と

させていただきます。 
29 

11 

「あそびのひろば」ファシリテー

ターは，具体的にどのような人をイ

メージしているのか。人生経験を積

んだ大人もいいが，子供にとって

は，お兄さん，お姉さんのような立

場の人が一緒に遊んでくれるのも

楽しいのではないか。青少年が子育

てに関するボランティア活動に積

極的に参加できるような仕組みづ

くりをお願いしたい。 

「あそびのひろば」ファシリテーター

は，子供の体験活動や家庭教育支援を行

う地域のボランティア人材を想定して

います。 

「あそびのひろば」の実施に当たって

は，地域の中高生や大学生等のボランテ

ィアを募集するなどして，運営の工夫を

図ってまいります。 

29 
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項番 意見の内容 県の考え方・対応方針 
関連する

ページ 

12 

子育てについて親になってから

学ぶのでは遅すぎる。中学・高校の

時期等から学校現場で学ぶ機会が

重要ではないか。普通の保護者は，

保育・教育を学ぶ機会もなく子育て

に参入し，日々新しい壁に直面し，

地域の支援施設につながることな

く孤立し，虐待等に帰結してしまう

こともある。もう少し予防的・開発

的な取組案を取り入れてみてはど

うか。 

将来，親になる準備期の学習機会の充

実に向けて，中学校・高等学校の段階か

ら，子育ての意義，親や家族の役割，子

供との関わり方等を学ぶことができる

よう，助産師・保育士等の外部講師の派

遣や紹介を行うほか，家庭科の授業等に

おいて，生徒と乳幼児との触れ合い体験

を実施している事例等の情報提供を行

ってまいります。 

30 

13 

近所の支援センターで子供と遊

んでいる際に，スタッフの方からの

声掛けで，子供を見る視点に気付か

され，気持ちが少し楽になった。子

育て家庭を応援する人が増えてほ

しい。 

各地域を基盤に，保護者に寄り添う

様々な取組が展開されるよう，地域のボ

ランティア人材の育成や「家庭教育支援

チーム」の組織化支援に取り組むほか，

「ひろしま版ネウボラ」の仕組みを生か

した家庭教育支援の充実など，地域にお

ける家庭教育支援のための人材育成・体

制整備を進めてまいります。 

30～ 
  31 

14 

保護者も忙しく，コロナ禍で一層

接点を作ることが難しい状況だと

は思うが，家庭だけでなく，祖父母

世代なども協力し，地域ぐるみで子

育てができるような社会づくりに

取り組んでほしい。 

全ての子育て家庭を地域社会全体で

支援していく重要性を強く発信するた

め，施策４「家庭教育支援の充実」にお

いて，家庭や地域社会との連携を推進

し，子育て家庭を応援しようという社会

的気運の醸成を図る普及啓発を行うほ

か，家庭教育を支援する地域の基盤形成

の取組を進めていくことを追記します。 

30～ 

  31 

※ 県民意見募集（パブリックコメント）でいただいた御意見のうち，内容について原文を一部

要約又は分割して掲載しています。 


